早稲田大学 所沢キャンパス 人間科学学術院・スポーツ科学学術院　

学術フロンテイア研究プロジェクト事業

事業概要　：本研究プロジェクトは、２００５（平成１７）年度に文部科学省より私立大学学術研究高度化推進事業「学術フロンテイア推進事業」に採択された研究組織です。このプロジェクトは所沢キャンパス内の人間科学学術院およびスポーツ科学学術院に所属する各８名の教員スタッフ、杏林大学医学部、大阪大学大学院、首都大学東京大学院および京都大学大学院に所属する各教授、合計２０名の研究者から構成されています。このメンバーを中心として所沢キャンパスのＢ地区に研究棟を建て、両学術院と連携することによってライフステージに応じた健康増進と多様性維持について多角的に明らかにすることを目的とし、新しい概念の下に研究活動を推進します。今後、逐次研究活動の内容を公開する予定です。
事業名称　：ライフステージに応じた健康増進と多様性維持プロジェクト

研究期間　：２００５年４月～２０１０年３月（５年間）
研究代表　：今泉 和彦（早稲田大学人間科学学術院・教授）

運営委員会：森川　靖（早稲田大学人間科学学術院副院長・運営委員会委員長）

　　　　　　村岡　功（早稲田大学スポーツ科学学術院副院長・研究組織メンバー）

　　　　　　今泉和彦（早稲田大学人間科学学術院・研究代表・研究組織メンバー）

　　　　　　鈴木秀次（早稲田大学人間科学学術院・研究組織メンバー）

　　　　　　彼末一之（早稲田大学スポーツ科学学術院・研究組織メンバー）

メンバー　：
木村一郎：早稲田大学人間科学学術院・教授、骨格筋発生の制御機構と健康増進

小室輝昌：早稲田大学人間科学学術院・教授、消化管運動の制御機構と健康増進

今泉和彦：早稲田大学人間科学学術院・教授、栄養素・作動薬摂取による代謝応答と健康増進

鈴木秀次：早稲田大学人間科学学術院・教授、初動負荷理論と運動機能改善

山内兄人：早稲田大学人間科学学術院・教授、脳機能の発達・環境と健康増進

竹中晃二：早稲田大学人間科学学術院・教授、運動行動変容プログラムの開発・評価と健康増進

永島　計：早稲田大学人間科学学術院・助教授、体温調節の全容解明と健康増進

鈴木克彦：早稲田大学人間科学学術院・専任講師、運動による生体防御・免疫応答と健康増進

福永哲夫：早稲田大学スポーツ科学学術院・教授、身体運動を生み出す筋腱複合体の構造と機能

樋口　満：早稲田大学スポーツ科学学術院・教授、健康増進プログラム開発に関する運動生理学的研究

村岡　功：早稲田大学スポーツ科学学術院・教授、運動効果の多様性と健康増進

彼末一之：早稲田大学スポーツ科学学術院・教授、協調運動の発達・分化と健康増進

中村好男：早稲田大学スポーツ科学学術院・教授、健康スポーツマーケッテングと健康増進

川上泰雄：早稲田大学スポーツ科学学術院・教授、筋・腱の機能的・形態的特性と健康増進

鳥居　俊：早稲田大学スポーツ科学学術院・助教授、運動器の特性と健康増進

赤間高雄：早稲田大学スポーツ科学学術院・助教授、運動による免疫能向上と健康増進

大野秀樹：杏林大学医学部・教授、活性酸素と健康増進との関連

大平充宣：大阪大学大学院医学系研究科・教授、神経・筋の可塑機構と健康増進との関連

井澤鉄也：首都大学東京大学院理学研究科・教授、運動時の代謝調節と健康増進との関連

石原昭彦：京都大学大学院人間環境学研究科・教授、健康増進と酸素との関連

事業経費 ：研 究 棟 ＝ 564,970千円（所沢キャンパスＢ地区に建設予定）

研究装置 ＝  76,500千円

研究設備 ＝  33,500千円

研 究 費 ＝   7,600千円/2005年度
大型設備 ＝ 111,700千円（Ｂ地区研究棟に設置予定, 別枠予算） 

　       　総　額　 ＝ 794,270千円（2005年度）
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